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要旨：１９９７年および１９９９年に開発し、教材作成等に活用されている専門分野混在文書用点字エ

ディタの機能向上を図った゜主な向上点は、複数文書対応、オンラインヘルプの導入、ドラッグ.

アンド・ドロップによる文書の移動･コピーのサポート､およびクイックピューアの追加である。

他にも使い勝手をよくするために、多くの細かい点を改良し、Windowsプログラムとして完全

なものとすることができた。本エディタは授業に使用する点字教材作成のほか，公開講座でも実

地使用している。
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１．はじめに

情報処理学科で必要な情報処理記号、数学記号および

英語が混在した点字文書を晴眼者が墨字ベースで作成す

るために、以前ＤＯＳ上で動く点字エディタを開発し、

教材作成に利用していた[1]。その後パソコンでは

Windowsなど画面対話式のソフトウェアが主流となり、

これに対応してDOS版点字エディタをWindows95/９８に

移植した[7]・このたび、これにいくつかの機能を追加し

て性能操作性を向上した。主な改良点は複数文書対応、

オンラインヘルプ、ドラッグ.アンド・ドロップによる

移動・コピーのサポート、およびクイックビューアであ

る。さらにWindows95/98/Ｍｅとは別系列のＯＳである

Windows2000でも利用可能とした。以下、主な改良点の

概要とその活用事例について述べる。

なっており、文章作成編集中にこれを参照するのはやや

面倒であった。今回は，操作説明をオンラインヘルプと

してEbraWin2中に取り込み、文書操作中に容易に見る

ことができるようにした。オンラインヘルプはインデッ

クス付で，項目の相互参照が容易になっている。

２３ドラッグ・アンド・ドロップ

ドラッグ．アンド・ドロップは，対象とする文書の一

部をマウスボタンでクリックし、そのまま目的地まで移

動し（ドラッグ)、そこでマウスボタンを離すこと（ドロ

ップ）により、その場所にオブジェクトのコピー・移動

などを行うもので､Windowsの便利な機能の一つである。

これにより同一文書内はもとより、文書間での編集も容

易に行えるようになった。さらにEbraWin2内で領域を

指定し、これを他のアプリケーション（たとえばグラフ

ィックソフトの花子）へドラッグ．アンド・ドロップす

ることにより、点字テキストを貼り付けることができる

ようにした。

２エディタの機能改良点の概要

このエディタEbraWin2は前回作成したエディタ

EbraWinをバージョンアップしたもので、その操作は

MicrosoftWindowsの一般的な標準に準拠している。

２４クイックピユーア

編集しようとするファイルを探すため、その内容を見

てみたいことがある。EbraWin2で開けば問題なく見るこ

とができるが、やや操作が重い。それでエクスプローラ

を開き、ファイルをマウス右ボタンでクリックしてファ

イルを表示できるクイックビューアを導入した。

２１複数文書作成・編集

以前のEbraWinは，一つの文書しか作成・編集できな

かった。今回のEbraWin2では複数のウインドウを管理

するためのマルチ・ドキュメント・インターフェイス

(MDI)を導入し、複数の文書の作成・編集を並行して行

うことができるようにした。また，これに関連してウイ

ンドウ分割機能も取り入れた。これは一つの文書ウィン

ドウを上下に分割し、それぞれ独自にスクロールが行え

るもので、同一文書内で離れた場所間の編集が容易にな

った。

３プログラミング

複数ウインドウを扱うマルチ・ドキュメント・インタ

ーフェイス（MDI）は基本構造が従来のものと異なるた

め、かなりの部分でプログラムの書き換えが必要であっ

た。オンラインヘルプは内容をMicrosoftWOrdファイル

（doc）で記述し、ヘルプコンパイラを利用することに

より、容易に作成できた。ドラッグ．アンド・ドロップ

２２オンラインヘルプ

EbraWinでは,操作説明は別ファイルのReadMe・txtに
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やり方の準拠している，２.モード変換や点字直接入力な

ど，利用者の必要としている機能が，必要とされる場面

で，簡単な操作で使える，ことにある。

|まWindwosシステムと直接深く関係を保った動作を行

う機能である。クラスライブラリを利用すれば比較的容

易に実現できるが、従来よりライブラリを用いないプロ

グラミングの手法をとっているため、かなり複雑なコー

ディングによって試行錯誤でＤＬＬファイルを作成する

結果となった。またこの機能を働かせるにはWindowsシ

ステム内のデータベースであるレジストリを変更する必

要があり、その作業を自動化するためにインストーラを

作成した。またEbraWin2を利用しなくなったとき、単

なるファイルの削除ではレジストリにゴミが残るので、

アンインストーラも用意した。

事例３配布

EbraWin2は情報処理学科のwebsitehttp://www、

csktsukuba-techacjpからダウンロードできる。また，

点訳ボランティアサークルには，要望があれば配布し

ている。
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クイックピューアはEbraWin2とは別のファイルとし

て作成した。さらにWindowsMe以降ではWindowsのク

イックピューアインターフェイスが取り除かれたため、

その部分も作成した。
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なお､今回はプラットフォームとなるWindowsオペレ

ーティングシステムとして従来の９５/98/Ｍｅに加え、

Windows2000にも対応した｡EbraWin2本体は問題がなか

ったが、Windows2000は内部文字コードとして

UNICODEを使用しているので、その対応のためインス

トーラを－部修正した。

以上のように多くの作業が必要であったが、満足すべ

き結果が得られた。EbraWin2のファイルサイズは

252KＢで、インストーラその他の関連ファイルを含めて

も１ＭＢ以下であり、フロッピーディスク１枚に格納可

能である。

４活用事例

事例１．授業

情報理論，情報処理実習，アルゴリズム論などの授業

では，弱視用に２種類の大きさの墨字テキストと全盲用

に点字テキストを用意する。数式やプログラムのリステ

イングが含まれた墨字テキストはLaTeXを使って作成

し，その数式部分は特別な前処理[4]によりＥｂｒａが数学

点字として処理できるようにマークする。また，点訳対

象の文章はExtra[2］で仮名文字に直して，最終的に

EbraWinで編集する｡点字出力はNABCC形式でEbraWin

がファイルにsaveすることにより得られる。

事例２公開講座

情報処理学科主催の公開講座においてここ数年

EbraWinを用いた点訳の方法を紹介し，好評を得ている

[5-6,8-9]・使い勝手のよさは，Ｌ操作がwindowsOSの
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Abstract : We extended functions of the Braille Editor EbraWin2 for Mixed Texts of Specialized Brailles, which

has been used in the Department of Computer Science for preparing texts and hand-out material for students

since 1997 (for Dos) and since 1999 (for Windows). Main improvements consist of: incorporating

multi-documents editing facility, introduction of online help, incorporating drag-and-drop function, introduction

of quick-viewer function. Many other improvements have been carried out in order to make the use of the editor

more comfortable and complete. The editor is being used for preparing texts for the classes and Open College

Course for Braille.
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